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こ
の
度
、
議
員
各
位
に
ご

推
挙
頂
き
、
議
長
の
要
職
を

賜
る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
議
員
経
験
も
浅
く
、

浅
学
短
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

こ
の
重
責
の
使
命
を
果
た
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
い
、
小
平
町
と

致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

対
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
未
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
引
続
き
対
策
を
進
め
て

い
く
と
共
に
、
地
方
活
性
化

対
策
、
地
域
防
災
力
の
強
化
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
議

会
と
し
て
も
町
の
施
策
を
監

視
・
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、

議
会
自
ら
が
政
策
立
案
等
に

係
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
一
次
産
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
、
低
迷
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
生
産
者
の
方
々
と

関
わ
り
な
が
ら
、
町
の
要
と

な
る
産
業
発
展
の
た
め
、
議

会
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
に

問
題
解
決
に
向
け
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
の
多
様
な
意

見
を
地
域
課
題
と
し
て
、
町

民
全
体
の
福
祉
の
向
上
と
町

政
発
展
の
た
め
の
政
策
に
つ

な
げ
て
い
く
事
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
も
尚
一
層
、
議

会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営

と
町
政
の
推
進
に
努
め
る
と

共
に
、
町
民
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

「
愛
す
る
郷
土
」
の
た
め
、
町

長
は
じ
め
議
員
８
名
・
町
執

行
部
と
一
体
と
な
り
、
活
力

あ
る
町
に
し
て
い
く
た
め
に

全
力
で
責
務
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
改
選
後
の
臨
時

議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
小
平

町
議
会
副
議
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

身
に
あ
ま
る
光
栄
と
感
激
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
長
を

支
え
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
、
町
民
各
位

の
負
託
に
応
え
町
政
発
展
の

た
め
微
力
な
が
ら
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
町
民

の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
、
８

名
の
議
員
一
丸
と
な
り
、
町

民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
小
平
町
議
会
に

対
し
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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議
 長

西
　
　
 博
　
志
（
　
）
５５

　
当
選
３
回

副
議
長

酒
　
谷
 　
　
貢
（
　
）
６８

　
当
選
３
回

　去る７月４日、札幌コンベンションセンターで令和５年度北海道町村議会議員研修

会が開催され、全道より約1，600名の議員が出席し、当議会からも８名の全議員が出

席しました。

　参加議員も尚一層議会改革に努めていく決意をすると共に、大変参考となる研修会

となりました。

　研修会では、政治ジャーナリストの田崎史郎氏を講師に迎え「日本政治の舞台裏」

と題して、講演していただきました。

北海道町村議会議員研修会

去る５月１２日に改選後初めての議会が開催され、新体制が決まりました。

新たなスタート！

議長に西博志議員、副議長に酒谷貢議員就任
煙就任のごあいさつ煙



　
小
平
浄
水
場
建
設
工
事
に

つ
い
て

・
送
水
管
網
整
備
に
つ
い
て

も
、
中
長
期
計
画
を
策
定

し
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
第
２
期
工
事
に
つ
い
て

　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
カ
ッ

タ
ー
購
入
事
業
に
つ
い
て

　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
小
型
堆
肥
運
搬
機
購
入

事
業
に
つ
い
て

・
第
３
期
工
事
に
つ
い
て
も
、

議
会
と
十
分
協
議
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
周
辺
環
境
整
備
（
伐
採
し

た
樹
木
等
・
案
内
看
板
の

設
置
等
）
計
画
を
策
定
す

べ
き
で
あ
る
。

・
経
営
管
理
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
も
指
定
管
理
者
と
十

分
連
携
し
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
水
産
業
振
興
構
造
改
善
事

業
に
つ
い
て
（
臼
谷
漁
港
）

・
特
記
事
項
な
し

　
小
平
中
央
公
園
遊
具
設
置

工
事
に
つ
い
て

・
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
地
面
整
備
及
び
遊
具
増
設

に
つ
い
て
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
と
費
用
を
調
査
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
ゆ
っ
た
り
か
ん
改
修
工
事

（
１
期
）
に
つ
い
て

・
利
用
者
の
利
便
性
を
更
に

追
求
し
、
よ
り
良
い
施
設

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
第
２
期
工
事
に
つ
い
て
も

十
分
議
会
と
協
議
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
客
室
の
不
要
な
空
調
吹

き
出
し
口
の
処
理
を
す
べ

き
で
あ
る
。）

３

　
令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会

は
、
５
月
　
日
に
開
催
さ
れ
、

１２

議
会
構
成
を
決
定
す
る
議
案

の
外
、
承
認
４
件
を
議
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

▼
小
平
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
小
平
町
介
護
保
険
条
例
制

定
附
則
第
６
条
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、

８８１
　
億
７
千
　
万
４
千
円
に
。

４３

７８１

▼
閉
会
中
の
各
委
員
会
の
継

続
調
査

○
議
会
閉
会
中
で
も
各
委
員

会
の
所
管
す
る
事
務
及
び
事

件
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
調

査
で
き
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

 遺遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺遺 令和５年８月１日 第97号

条
例
の
一
部
改
正

議

長

発

議

総務産業常任委員会所管事務調査
去る７月７日、総務産業常任委員会（西村委員長）の所管事務調査が
行われましたので、その様子を報告します。

補

正

予

算

第２回
臨時会



４

▼
小
平
町
納
税
貯
蓄
組
合
補

助
金
交
付
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

○
納
税
意
欲
の
向
上
に
よ
っ

て
口
座
振
替
や
自
主
納
付
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
当
初

の
役
割
が
達
成
さ
れ
た
た
め

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
　
万
円
を
追
加
し
、　

億

４００

４３

８
千
　
万
４
千
円
に
。

１８１

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
２
千
　
万
３
千
円
を
追
加

２４９

し
、
　

億
　
万
７
千
円
に
。

４４

４３０

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
 杉
本
議
員

　
企
画
振
興
費
、
財
産
管
理

費
及
び
幼
稚
園
費
の
光
熱
水

費
（
電
気
料
金
）
に
つ
い
て
、

予
算
管
理
上
、
一
括
し
て
計

上
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

　Ａ
 東
藤
財
政
課
長

　
電
気
料
金
の
補
正
で
す
が
、

不
足
を
生
じ
る
箇
所
だ
け
補

正
し
ま
し
た
。

Ｑ
 杉
本
議
員

　
道
路
橋
梁
河
川
維
持
費
の

財
源
更
正
の
増
減
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
 桑
原
生
活
環
境
課
長

　
当
初
、
要
望
し
て
い
た
金

額
の
１
／
３
程
度
の
国
の
配

分
と
な
り
財
源
更
正
を
し
ま

し
た
。

Ｑ
 西
村
議
員

　
保
健
衛
生
費
の
工
事
請
負

費
に
つ
い
て
、
小
平
診
療
所

の
エ
ア
コ
ン
は
、
新
設
な
の

か
、
補
修
な
の
か
、
そ
れ
と

も
更
新
な
の
か
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

　
今
あ
る
エ
ア
コ
ン
を
や
め

て
、
家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
。

Ｑ
 髙
野
議
員

　
道
路
橋
梁
費
補
助
金
（
除

雪
機
械
）
の
補
助
率
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
 桑
原
生
活
環
境
課
長

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
除
雪
機
械
分
の
補
助
率
は
、

２
／
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

４
億
６
千
　
万
４
千
円
に
。

５０６

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
増
減
な
し
、
財
源
更
正
を

し
、
２
億
２
千
　
万
９
千
円
。

６４３

▼
令
和
５
年
度
小
平
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
３
千
　
万
２
千
円
を
追
加

９０

し
、
６
億
１
千
　
万
５
千
円

８６０

に
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
 西
村
議
員

　
達
布
配
水
ポ
ン
プ
場
の
工

事
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
項

目
ご
と
の
増
加
率
と
今
後
こ

の
よ
う
な
単
価
の
上
昇
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 川
端
生
活
環
境
課
主
幹

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
と
鉄

筋
工
事
で
　
％
上
昇
、
金
属

２５

工
事
　
％
上
昇
、
杭
工
事
　

６５

１５

％
上
昇
と
こ
れ
ら
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

　
工
期
中
に
単
価
が
上
が
っ

た
場
合
は
、
ス
ラ
イ
ド
条
項

に
よ
っ
て
対
応
し
て
設
計
変

更
と
な
り
、
金
額
の
上
限
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
令
和
４
年
度
小
平
町
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て

○
水
道
事
業
会
計
当
年
度
末

処
分
利
益
　
万
　
円
に
つ
い

４０

１５６

て
、
翌
年
度
繰
越
利
益
剰
余

金
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
を

認
め
ま
し
た
。

▼
小
平
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

○
空
き
家
等
実
態
調
査
事
業

を
追
加
す
る
な
ど
の
変
更
を

し
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
小
平
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

○
６
つ
の
事
業
の
事
業
費
総

額
８
億
　
万
７
千
円
を
翌
年

４５４

度
へ
繰
越
し
ま
す
。

▼
小
平
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命

○
次
の
者
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

 字
小
平
町
　
髙
野
　
謙
市
氏

 字
大
椴
　
　
林
　
　
寛
治
氏

 字
小
平
町
　
松
本
　
貴
之
氏

 字
本
郷
　
　
太
田
　
善
広
氏

 字
菊
岡
　
　
歳
桃
　
良
育
氏

 字
寧
楽
　
　
伊
藤
　
貴
憲
氏

 字
平
和
　
　
山
崎
　
政
敏
氏

 字
富
里
　
　
関
口
　
英
康
氏

 字
沖
内
　
　
山
崎
　
照
光
氏

 字
住
吉
　
　
長
岡
勇
起
夫
氏

 字
小
平
町
　
籠
川
　
健
二
氏
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯

鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

■
一
般
会
計
予
算
を
増
額
補
正
し
　
億
　
万
７
千
円
に

４４

４３０

■
小
平
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
事
業
追
加

■
　
名
の
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

１１

そ

の

他

条

例

の

廃

止

補

正

予

算

報
　
　
　
　
　
告

同
　
　
　
　
　
意

６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例６月定例会会会会会会会会会会会会会会
会期は６月６日から
14日までの９日間
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▼
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

○
富
里
１
工
区
排
水
路
整
備

工
事

　
契
約
金
額

　
６
千
　
万
円

２３７

　
工
事
量

水
路
工
　
ｍ
、
大
型
ト

２１９

ラ
フ
　
ｍ
、
流
入
工
２

２１７

箇
所

　
契
約
の
相
手
方

　
　
字
小
平
町
　
番
地
　

４２８

４３

　
　
株
式
会
社
向
井
建
設

　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
向
井
　
勝
広

○
黄
金
橋
長
寿
命
化
保
全
工

事
　
契
約
金
額

　
１
億
３
千
　
万
円

３６５

　
工
事
量

　
　
橋
梁
保
全
工
事

　
　（
Ｌ
＝
　
ｍ
ｗ
＝
　
ｍ
）

１２７.８

１.６

　
契
約
の
相
手
方

　
　
字
小
平
町
　
番
地
の
７

３７２

ヤ
マ
モ
ト
・
特
殊
土
木

経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
代
表
者

　
　
ヤ
マ
モ
ト
巧
建
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
　

山
本
　
博
行

○
第
２
旭
団
地
建
替
工
事

（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
契
約
金
額

６
千
　
万
円

２７０

　
工
事
量

　
　
木
造
平
屋
建
て

　
　
１
棟
２
戸

　
　
床
面
積
　
㎡
１１４.２１

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
字
小
平
町
　
番
地
　

４２８

４３

　
　
　
株
式
会
社
向
井
建
設

　
　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
向
井
　
勝
広

○
第
２
旭
団
地
建
替
工
事

（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
契
約
金
額

７
千
　
万
円

１５０

　
工
事
量

　
　
木
造
平
屋
建
て

　
　
１
棟
２
戸

　
　
床
面
積
　
㎡
１４９.０４

　
契
約
の
相
手
方

　
　
字
小
平
町
　
番
地
の
　

３５１

１３

　
　
株
式
会
社
新
名
建
設

　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
新
名
　
　
博

○
道
道
小
平
幌
加
内
線
送
水

管
布
設
工
事

　
契
約
金
額

７
千
　
万
円

３７０

　
工
事
量

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管

　
　
Ｌ
＝
２
千
　
ｍ
２７５.３

　
契
約
の
相
手
方

　
　
字
小
平
町
　
番
地
　

４２８

４３

　
　
株
式
会
社
向
井
建
設

　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
向
井
　
勝
広

○
達
布
配
水
ポ
ン
プ
場
建
設

工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

　
契
約
金
額

　
１
億
５
千
　
万
円

８０７

　
工
事
量

　
　
Ｒ
Ｃ
造

　
　
地
上
１
階
地
下
１
階

　
　
　
㎡
１９２.６５

　
契
約
の
相
手
方

留
萌
市
元
町
５
丁
目
　３６

番
地

興
北
・
新
名
経
常
建
設

共
同
企
業
体

　
　
代
表
者

　
　
興
北
建
設
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長
　

原
田
　
欣
典

○
達
布
配
水
ポ
ン
プ
場
建
設

工
事
（
プ
ラ
ン
ト
設
備
工

事
）

　
契
約
金
額

　
９
千
　
万
円

５１５

　
工
事
量

　
　
プ
ラ
ン
ト
機
械

　
　
電
気
設
備
　
一
式

　
契
約
の
相
手
方

札
幌
市
中
央
区
北
　
条
１２

西
　
丁
目
４
番
１
号

１５
新
栄
・
向
井
経
常
建
設

共
同
企
業
体

　
　
代
表
者

　
　
新
栄
ク
リ
エ
イ
ト

株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役

大
西
　
一
洋

▼
次
の
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
議
決
し
ま
し
た
。

○
雪
寒
機
械
（
除
雪
ド
ー
ザ

　
ｔ
級
車
輪
式
）１
台

１４
　
契
約
金
額
２
千
　
万
円

５３０

　
契
約
の
相
手
方

　
　
字
小
平
町
　
番
地
の
７

３７２

　
　
ヤ
マ
モ
ト
巧
建
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役

　
山
本
　
博
行

　
納
入
期
限

　
　
令
和
６
年
３
月
　
日
２１

▼
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

○
７
月
４
日
に
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
る
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
へ
の
議
員
の
派

遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
８
月
　
日
に
羽
幌
町
で
開

２９

催
さ
れ
る
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
へ
の
議
員
の

派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
締
結

財

産

の

取

得

議

長

発

議

『議会を傍聴してみませんか』
●町議会の定例会は、年４回開きます。
（３・６・９・12月）

議会はどなたでも傍聴できますので
どうぞお気軽にお越しください。
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①
②
高
齢
者
が
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
に
む
け
て

③
④
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
西
　
村
　
健
　
一

①
通
院
し
て
い
る
高
齢
者
が

多
く
い
る
な
か
医
療
費
の
負

担
軽
減
、
と
く
に
医
薬
品
に

つ
い
て
の
費
用
助
成
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
行
政
の

考
え
を
伺
う
。

②
高
齢
者
の
移
動
利
便
性
確

保
の
た
め
、
さ
ら
な
る
移
動

手
段
の
充
実
に
む
け
た
行
政

の
考
え
を
伺
う
。

③
子
育
て
世
帯
の
家
計
へ
の

支
援
に
つ
い
て
行
政
の
考
え

を
伺
う
。
ま
た
、
本
町
で
は

主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
を
し

て
い
る
が
、
灯
油
助
成
の
子

育
て
世
帯
へ
の
助
成
枠
拡
大

や
値
上
が
り
し
た
電
気
料
金

の
助
成
な
ど
に
つ
い
て
考
え

は
あ
る
か
。

④
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
設
置
の
目

的
や
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

ま
た
、
支
援
体
制
を
強
化
す

る
目
的
で
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で

以
上
に
迅
速
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
そ
れ
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

①
負
担
軽
減
に
対
す
る
何
ら

か
の
支
援
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

②
公
共
交
通
に
関
す
る
課
題

は
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る

③
高
騰
す
る
状
況
が
続
く
で

あ
ろ
う
し
、
内
部
で
検
討
し

て
い
く

④
保
健
師
が
活
動
フ
ィ
ー
ル

ド
を
一
層
広
げ
、
相
談
に
応

じ
支
援
し
て
い
く

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ

と
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
変
更
な
ど
に
よ
る
医
療

費
の
自
己
負
担
の
抑
制
に
つ

い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
医
薬
品
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
対
象
年
齢
や
薬

価
基
準
な
ど
を
試
算
し
通
院

や
健
康
づ
く
り
に
伴
う
情
勢

を
ト
ー
タ
ル
的
に
見
な
が
ら

早
速
実
行
す
る
形
で
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

②
令
和
５
年
４
月
　
日
に
発

２０

足
し
た
小
平
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
て
地
域

公
共
交
通
計
画
の
策
定
及
び

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
た
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
制
を
構
築
し
て
ま
い

り
た
い
。

③
国
や
道
の
動
向
や
社
会
情

勢
も
注
視
し
な
が
ら
、
町
独

自
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。
灯

油
や
燃
料
助
成
に
つ
い
て
は

本
年
度
か
ら
で
も
実
施
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
そ

れ
に
つ
い
て
世
帯
ご
と
の
所

得
状
況
を
反
映
さ
せ
る
か
否

か
、
申
請
・
請
求
行
為
に
つ

い
て
の
簡
略
化
も
含
め
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

④
保
健
師
を
新
た
に
採
用
で

き
た
た
め
、
よ
り
強
固
な
支

援
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら

設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
は
保
健
師
が
妊
娠
か

ら
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
つ
つ
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
け

る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

◆
補
足
説
明

　
保
健
福
祉
課
長

小
野
寺
　
　
　
聡

④
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で

迅
速
に
広
く
周
知
し
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
妊
娠
期
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
も
市
立

病
院
で
の
検
討
会
な
ど
も
含

め
、
よ
り
迅
速
で
き
め
細
や

か
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
た

い
。

役
場
職
員
に
よ
る
一
次
産
業

の
支
援
策
（
公
務
員
の
副
業
）

に
つ
い
て

　
瀧
　
川
　
　
　
司

　
国
全
体
が
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
て
い
る
中
で
、
当
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産

業
も
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
ま
す
。
人
手
不
足

対
策
と
し
て
公
務
員
の
副
業

を
認
め
る
べ
く
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
も
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。
公
務
員
の
兼
業
、

副
業
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
本
来
の
公
務
に
支
障

の
無
い
事
を
前
提
に
神
戸
市

や
生
駒
市
、
道
内
で
も
鹿
部

町
、
日
高
振
興
局
な
ど
産
業

支
援
や
地
域
貢
献
と
な
る
兼

業
や
副
業
を
支
援
す
る
制
度

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
可
能
性

が
あ
る
の
か
、
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

職
員
が
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
等
を

先
進
地
事
例
を
参
考
と
し
、

職
務
遂
行
に
支
障
が
無
い
事

や
公
務
員
の
信
用
を
失
う
事

が
無
い
形
で
新
し
い
ル
ー
ル

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

　
一
次
産
業
に
人
手
が
不
足

し
て
い
る
事
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
が
公
務
員
の
副
業

は
本
来
で
あ
る
公
務
が
最
優

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

第２回定例会の一般質問は、６月14日に行われ、４名の議員が質問しました。
西　村　健　一 議員 　１．高齢者が住みやすい町づくりにむけて

　　　　　　　　　　　２．子育て支援について

瀧　川　　　司 議員 　１．役場職員による一次産業の支援策（公務員の副業）について

杉　本　弘　幸 議員 　１．移住等体験用住宅（ちょい蔵）の利用実績と成果について

　　　　　　　　　　　２．小平町独自の少子化対策について

板　垣　良　二 議員 　１．特定外来生物アライグマの駆除等について
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先
さ
れ
、
職
員
個
人
の
意
思

の
も
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
で
あ
り
、
副
業
を
強

制
す
る
事
も
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
内
部
で
も
慎
重
に
協
議
し

な
が
ら
職
員
組
合
、
管
理
職

会
と
詰
め
て
い
く
中
で
方
向

性
を
持
ち
進
め
て
い
き
た
い
。

自
分
の
町
の
産
業
の
お
手
伝

い
や
支
援
を
す
る
と
い
う
観

点
で
い
け
ば
、
余
暇
を
活
用

し
て
副
業
を
す
る
と
い
う
よ

り
地
場
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
振
興
を
図
る
と
い
う
意

味
で
産
業
の
構
造
的
な
事
を

き
ち
ん
と
勉
強
し
身
に
つ
け

る
事
は
職
員
に
と
っ
て
も
い

い
事
で
あ
り
副
業
収
入
と
い

う
よ
り
も
産
業
従
事
者
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
頼
ら
れ
る

存
在
に
な
る
事
で
お
互
い
に

良
い
関
係
を
構
築
で
き
る
と

考
え
る
。

　
議
員
の
方
か
ら
も
逆
に

様
々
な
意
見
や
知
恵
を
借
り

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

①
移
住
等
体
験
用
住
宅

「
ち
ょ
い
蔵
」
に
つ
い
て

②
小
平
町
独
自
の
少
子
化
対

策
に
つ
い
て

　
杉
　
本
　
弘
　
幸

①
移
住
推
進
と
地
域
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
「
ち
ょ
い

蔵
」
は
設
置
か
ら
数
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
利
用
実
績
と
成
果
に
つ
い

て
伺
う
。
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
・
漁
業
の
後
継
者
確
保

の
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
て
移
住
体
験
者
を
募
集

す
る
の
が
有
効
と
考
え
る
。

②
国
が
異
次
元
の
少
子
化
対

策
を
検
討
し
て
い
る
が
当
町

に
お
い
て
も
地
域
性
を
踏
ま

え
、
独
自
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
現
時
点
で
検
討
し
て

い
る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
今
後
の
各
種
施
策

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場

関
係
機
関
だ
け
で
な
く
。
地

域
・
保
護
者
の
方
々
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
中
で
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①
利
用
の
実
績
は
あ
る
が
現

時
点
で
移
住
に
結
び
つ
い
た

成
果
は
な
い

②
幼
児
教
育
施
設
は
安
全
性

を
確
保
し
、
さ
ら
に
は
地
域

性
を
考
慮
す
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
平
成
　
年
の
ス
タ
ー
ト
か

３０

ら
こ
れ
ま
で
　
件
の
利
用
が

２０

あ
っ
た
が
、
移
住
に
結
び
つ

い
た
成
果
は
な
い
。
本
年
度

は
現
時
点
で
７
件
の
申
し
込

み
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
踏
ま
え
、
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
内
部
で
再
検

討
す
る
ほ
か
、
他
機
関
と
も

協
議
し
有
効
活
用
を
図
る
。

②
小
平
地
区
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
議
論
し

て
き
た
が
、
幼
稚
園
と
の
一

体
化
に
つ
い
て
は
防
災
の
観

点
か
ら
安
全
性
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小

平
・
鬼
鹿
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
統
合
す
る
こ
と
が
目
標

で
あ
る
が
、
地
域
性
・
距
離

感
を
勘
案
し
協
議
を
進
め
地

域
に
理
解
さ
れ
る
方
向
性
が

見
極
め
ら
れ
た
段
階
で
計
画

的
に
実
行
す
る
。

②
教
育
委
員
会
所
管
の
推
進

す
る
取
り
組
み
の
主
な
も
の

教
育
長
　
金
澤
弘
幸

②
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
理
念
と
し
、
就
学
前
教
育

の
推
進
で
は
幼
児
の
個
性
を

伸
ば
し
、
社
会
性
や
自
立
性

を
育
て
る
活
動
を
推
進
す
る

中
で
、
預
か
り
・
延
長
保
育

を
実
施
し
、
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
教
育
の

充
実
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
推
進
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育

の
充
実
を
図
り
、
道
徳
・
人

権
教
育
の
充
実
に
よ
り
、
い

じ
め
や
非
行
の
未
然
防
止
対

策
に
よ
る
保
護
者
の
安
心
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で

は
、
幼
少
期
や
学
童
期
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

教
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
人
材
教
育
で
は
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
が
一
体

と
な
り
ふ
る
さ
と
教
育
を
強

化
し
て
将
来
の
町
づ
く
り
の

担
い
手
確
保
と
育
成
の
た
め
、

地
域
人
材
の
活
用
や
関
連
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

特
定
外
来
生
物
ア
ラ
イ
グ
マ

の
駆
除
等
に
つ
い
て

　
板
　
垣
　
良
　
二

　
特
定
外
来
生
物
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
業
被
害
が
増
加

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
も
農
村
地
帯
は
勿
論

の
こ
と
、
市
街
地
に
お
い
て

も
農
作
物
等
の
被
害
が
多
く
、

有
害
鳥
獣
の
シ
カ
の
被
害
よ

り
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
駆
除
者
養

成
の
講
習
会
な
ど
を
開
催
し

て
駆
除
に
対
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
は
い
る
が
、
個
々

の
駆
除
対
応
だ
け
で
は
、
厳

し
い
面
も
あ
り
、
地
域
ご
と

や
町
内
会
ご
と
等
、
地
域
ぐ

る
み
で
一
斉
駆
除
・
防
除
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
望
と
し
て
有
害

鳥
獣
駆
除
同
様
に
、
駆
除
後

の
捕
獲
者
や
地
域
等
に
１
頭

に
つ
き
奨
励
金
的
な
対
価
を

出
す
考
え
が
な
い
か
。
併
せ

て
伺
い
ま
す
。

捕
獲
効
果
と
成
果
を
上
げ
る

た
め
の
方
向
性
を
年
度
内
に

詰
め
、
来
春
に
向
け
捕
獲
作

戦
の
実
施
を
進
め
た
い

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

　
平
成
　
年
よ
り
各
関
係
者

２３

の
協
力
に
よ
り
駆
除
を
進
め

て
い
る
が
、
捕
獲
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
被
害
の
さ
ら

な
る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
一
斉
駆
除
等
に
つ
い
て

近
隣
市
町
村
と
の
捕
獲
連
携

を
図
り
、
捕
獲
に
取
り
組
む

制
度
づ
く
り
や
捕
獲
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
に
箱
罠
を

　
個
購
入
し
て
捕
獲
に
つ
い

２０て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
た
い
。

　
捕
獲
奨
励
金
に
つ
い
て
、

奨
励
金
の
額
や
地
域
の
見
守

り
・
箱
罠
の
点
検
等
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
制
度
化
し
、

成
果
の
あ
る
方
向
を
見
出
す

必
要
が
あ
る
か
な
ど
、
し
ば

ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
、
き



　
本
年
は
統
一
地
方
選
挙
の

年
で
も
あ
り
、
知
事
選
挙
か

ら
始
ま
り
道
議
会
選
挙
等
、

市
町
村
長
選
挙
と
多
忙
な
年

と
な
り
ま
し
た
。
わ
が
町
、

小
平
町
も
４
月
　
日
告
示
と

１８

な
り
、
新
人
２
名
を
含
む
８

名
が
決
定
し
、
新
議
長
、
副

議
長
を
中
心
に
町
の
活
性
化

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
少
し
落
ち
着
き

を
見
せ
始
め
、
お
祭
り
や
各

イ
ベ
ン
ト
等
も
徐
々
に
開
催

さ
れ
、
少
し
ず
つ
活
気
が
取

り
戻
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
わ
が
町
の
三

代
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
、

鰊
番
屋
ま
つ
り
も
麓
龍
太
鼓

を
皮
切
り
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
沢
山
の
町
民
の
方
々
と

共
に
、
笑
顔
や
拍
手
の
渦
に

巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多

く
の
町
民
が
、
笑
顔
と
笑
い

が
絶
え
な
い
世
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
髙
野
）

煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
然
印
刷
㈱

ち
ん
と
し
た
形
を
年
度
内
に

立
て
、
来
春
に
向
け
捕
獲
作

戦
の
実
施
を
進
め
た
い
。

◆
補
足
説
明

　
経
済
課
長
　
三
　
口
　
卓
　
人

　
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
、
直

近
３
年
間
の
数
字
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
が
　
頭
、
令
和

１４２

３
年
度
が
　
頭
、
令
和
２
年

１１１

度
が
　
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

１１８
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小平小学校大運動会（副議長）

留萌駐屯地創立70周年記念行事（議長）
11日

第２回定例会再開（全議員）14日

北海道町村議会議長会第74回総会

留萌管内町村議会議長会「第１回臨時総会」

【札幌市】（議長）

15日

第51回運動会【小平幼稚園】（議長）17日

第２師団創立73周年記念行事

旭川駐屯地開設71周年記念行事（議長）
18日

留萌消防組合議会２回臨時会（各議員）

留萌南部衛生組合議会

第１回議員定例会（各議員）

22日

小平消防団総合訓練大会（議長）25日

留萌地域総合開発期成会要望

【留萌市・札幌市・東京都】（議長）

26日～

29日

議 会 の 動 き

新議員説明会（２議員）８日

議員全員協議会（全議員）10日

第２回臨時議会開会（全議員）

議員会総会、林活議連定期会議（全議員）
12日

留萌市議会議長・副議長との打合せ（副議長）15日

令和５年度留萌管内町村議会議長会定期総会

【増毛町】（議長）
16日

故駒井久晃前羽幌町長お別れの会【羽幌町】

（議長）
20日

鰊番屋まつり（議長）21日

５月

議員全員協議会（全議員）

議会運営委員会（全委員及び議長）
２日

第77回小平町立小平中学校体育大会（議長）

オロロンひまわり基金法律事務所引継披露宴

【留萌市】（議長）

３日

第２師団長井土川陸将を囲む会【留萌市】（議長）

令和５年留萌南部衛生組合議会第１回臨時会

第２回議員協議会（各議員）

５日

第２回定例会開会（全議員）

総務産業常任委員会（全委員）
６日

６月

８

自衛隊旭川地方協力本部創立17周年（議長）２日

全道議員研修会【札幌市】（全議員）４日

総務産業常任委員会所管事務調査（全議員）７日

安全祈願祭 鬼鹿ツインビーチ（副議長）16日

町村議会新任議員研修会【札幌市】（１議員）19日

７月


